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インフレーション宇宙の有力な観測手段として、宇宙マイクロ波背景放射 (CMB)の偏光の精密観測が挙げら
れる。CMBの偏光観測には、銀河面の放射の混信を生むサイドローブや、疑似偏光を生む交差偏波を抑えた広視
野・広帯域望遠鏡が必要である。CMB偏光観測衛星 LiteBIRDに搭載する低周波望遠鏡 (LFT)は、−56 dBの
精度でサイドローブを較正できる、ミラー由来の交差偏波が−20 dBよりも十分小さい、といった要求を満たす
べく光学設計がなされてきた (2018年秋季天文学会 V126a, V127a)。
本研究では、LFTの光学特性検証にあたり、実機サイズでの試験の前段階として 1/4スケールでの評価試験を

行っている。これまでに近傍界測定法を用いた測定装置を開発し、20◦ × 10◦ の視野全体にわたり、70 dBのダ
イナミックレンジで ±60◦の遠方サイドローブを評価した (2019年春季天文学会 V130a)。今回は、LFTの偏光
特性に特に着目し、フィードホーンの前にワイヤグリッドを入れた測定を行った。その結果、LFTの交差偏波は
フィードホーンに由来する成分が支配的であり、ミラー由来の交差偏波は−30 dB以下であることが確認できた。
このほか、直交する 2偏光の差分について解析を行った結果を報告する。


